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歌
唱
の
「
声
」
が
紡
ぐ
「
心
象
」
の
変
容
に

関
す
る
探
究 

―
―

生
成AI
に
よ
るSNS

変
換
が
も
た
ら

す
「
響
き
」
と
「
意
味
」
の
再
構
築 

西
山 

昇
希 

 

本
発
表
は
、J-POP

等
の
楽
曲
を
対
象

に
、
生
成AI

に
よ
る
「
文
体
変
換
」
が
聴

き
手
の
心
象
に
与
え
る
影
響
を
分
析
し
、
国

語
科
と
音
楽
科
の
教
科
横
断
的
な
学
び
の
可

能
性
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。 

近
年
の
楽
曲
は
映
像
やSNS

と
密
接
に
消

費
さ
れ
て
い
る
が
、
本
研
究
で
は
あ
え
て

AI

を
用
い
て
歌
詞
を
「
事
務
連
絡
」
や

「SNS

の
投
稿
風
」
へ
と
変
換
・
脱
構
築
す

る
。
そ
の
過
程
で
、
元
来
の
「
歌
唱
」
や

「
旋
律
」
が
担
っ
て
い
た
叙
情
性
が
い
か
に

削
ぎ
落
と
さ
れ
る
か
を
可
視
化
す
る
。 

実
践
に
代
わ
り
、AI

を
擬
似
生
徒
と
す

るHITL

（Human-in-the-Loop

）
モ
デ
ル

を
採
用
。AI

の
「
無
機
質
な
超
訳
」
へ
の

違
和
感
を
起
点
に
、
旋
律
と
結
び
つ
い
た

「
声
」
が
紡
ぐ
多
義
的
な
心
象
を
再
発
見
す

る
プ
ロ
セ
ス
を
理
論
的
に
構
築
し
た
。 

分
析
の
結
果
、AI

に
よ
る
「
異
化
」

が
、
日
常
言
語
と
芸
術
的
表
現
の
境
界
を
意

識
さ
せ
、
生
徒
の
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
・
リ
テ

ラ
シ
ー
を
深
化
さ
せ
る
「
鏡
」
と
し
て
機
能

す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。 

（
都
留
文
科
大
学
大
学
院
） 

   

Ａ
Ｉ
時
代
の
国
語
教
育 

柄
山 

紀
子  

前
任
校
で
あ
る
中
高
一
貫
校
の
中
三
と
高

一
、
現
任
校
の
高
三
の
各
学
年
に
お
い
て
三

大
歌
集
（
万
葉
集
・
古
今
和
歌
集
・
新
古
今

和
歌
集
）
を
学
ぶ
際
、
班
の
担
当
和
歌
と

「
何
ら
か
の
意
味
で
」
共
通
す
る
和
歌
を
さ

が
す
こ
と
か
ら
出
発
す
る
発
表
授
業
を
行
っ

て
き
た
（
中
三
の
授
業
に
つ
い
て
拙
稿
「
生

徒
の
視
点
に
見
る
古
典
学
習
の
可
能
性―

―

共
通
点
が
あ
る
和
歌
の
選
択
か
ら
出
発
し

て
」
日
本
文
学
二
〇
二
一
年
七
〇
巻
一

号
）
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
二
五
年
度
の
高
校

二
年
の
授
業
に
お
い
て
、
生
徒
が
生
成
Ａ
Ｉ

を
使
用
し
て
和
歌
を
検
索
し
よ
う
と
し
た
結

果
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
あ
た
か
も
三
大
歌
集
の
真

正
な
和
歌
で
あ
る
か
の
よ
う
に
作
成
し
た
も

の
を
、
生
徒
が
信
じ
て
レ
ジ
ュ
メ
に
載
せ
よ

う
と
し
て
い
る
複
数
例
を
授
業
者
は
発
見
し

た
。 こ

の
事
象
を
起
点
と
し
て
、
生
成
Ａ
Ｉ
を

使
う
こ
と
が
当
た
り
前
の
こ
と
と
な
っ
て
い

る
今
、
国
語
教
育
に
お
け
る
書
籍
の
効
果
的

な
用
い
方
や
生
成
Ａ
Ｉ
と
の
つ
き
あ
い
方
、

教
員
の
役
割
や
教
科
書
の
工
夫
に
つ
い
て
論

じ
た
い
。 

（
東
京
都
立
江
戸
川
高
等
学
校
） 

   

国
語
教
育
に
お
け
る
他
者
概
念
の
批
判
的
検

討 
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―
―

動
物
表
象
を
め
ぐ
る
文
学
教
材
の
読
解

を
手
が
か
り
に―

―
 

田
中 

秀
憲 

 

本
報
告
は
、
国
語
教
育
に
お
け
る
他
者
概

念
を
、
文
学
教
材
に
お
け
る
動
物
表
象
の
読

解
を
手
が
か
り
に
再
検
討
す
る
も
の
で
あ

る
。
国
語
教
育
研
究
で
は
、
他
者
理
解
や
対

話
を
通
じ
た
主
体
形
成
が
重
要
な
理
念
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
際
に
想

定
さ
れ
る
他
者
は
、
相
互
理
解
の
成
立
を
前

提
と
す
る
「
固
有
の
他
者
」
と
し
て
構
想
さ

れ
て
き
た
。
本
報
告
で
は
、
国
語
教
育
に
お

け
る
「
他
者
」
概
念
の
規
範
性
と
い
う
課
題

意
識
を
踏
ま
え
、
と
り
わ
け
動
物
が
登
場
す

る
文
学
教
材
に
着
目
す
る
。
国
語
科
教
材
に

し
ば
し
ば
登
場
す
る
動
物
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
は
多
様
な
解
釈
を
誘
発
し
う
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
国
語
教
育
に
お
い
て
は
一
定
の

教
育
的
解
釈
が
蓄
積
さ
れ
、
し
ば
し
ば
主
体

形
成
の
枠
組
み
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
き

た
。
こ
の
よ
う
な
読
解
の
枠
組
み
を
国
語
教

育
に
お
け
る
他
者
概
念
の
構
築
と
関
連
づ
け

て
問
い
直
し
、
批
判
的
動
物
研
究
お
よ
び
現

代
思
想
の
他
者
論
・
動
物
論
を
手
が
か
り

に
、
動
物
文
学
教
材
に
お
け
る
オ
ル
タ
ナ
テ

ィ
ヴ
な
読
み
の
可
能
性
を
検
討
す
る
。 

（
東
京
学
芸
大
学
大
学
院
連
合
学
校 

教
育
学
研
究
科
） 

   

国
語
教
科
書
の
中
の
大
江
健
三
郎 

―
―

高
等
学
校
国
語
の
教
科
書
掲
載
教
材
を

題
材
と
し
て―

―
 

上
村 

文
人 

 

二
〇
二
三
年
三
月
に
死
去
し
た
大
江
健
三

郎
は
、
戦
後
社
会
と
向
き
合
い
、
言
語
表
現

に
粘
り
強
く
取
り
組
ん
だ
作
家
で
あ
る
。
私

た
ち
が
普
段
取
り
組
む
国
語
の
授
業
と
は
、

教
師
と
生
徒
が
言
葉
の
学
習
を
通
じ
て
自
己

と
他
者
と
の
関
係
や
社
会
の
在
り
方
を
考
え

る
時
間
で
あ
る
。
本
発
表
は
、
言
葉
に
対
す

る
省
察
を
通
じ
て
自
己
と
他
者
と
の
関
係
や

社
会
の
在
り
方
に
対
す
る
問
い
か
け
の
契
機

を
生
み
出
す
大
江
の
教
科
書
教
材
を
取
り
上

げ
、
現
場
で
の
実
践
を
再
考
し
た
い
。
本
発

表
で
は
、
一
九
六
〇
年
代
～
現
在
に
至
る
ま

で
の
大
江
の
教
科
書
教
材
を
多
角
的
に
検
討

す
る
た
め
に
、
次
の
四
つ
の
視
点
を
ふ
ま
え

た
。
す
な
わ
ち
、
《
当
時
の
学
習
指
導
要

領
》
《
教
科
書
を
め
ぐ
る
状
況
》
《
大
江
の

位
相
》
《
同
時
代
の
社
会
状
況
》
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
視
点
を
ふ
ま
え
る
と
、
時
期
に
よ

っ
て
大
江
の
教
科
書
教
材
の
特
徴
が
変
化
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
こ
の
こ
と
を

通
じ
て
見
え
て
く
る
と
思
わ
れ
る
国
語
教
育

と
の
向
き
合
い
方
を
本
発
表
を
通
じ
て
考
察

し
て
い
く
。 

（
東
京
都
立
北
園
高
等
学
校
） 

   


